
《今月の海上安全標語》 ～ 先入観・思い込みに注意！ ～
海上や道路での衝突事故は、「相手が止まる」など過去の経験からくる自分に有利な情報ばかりを
集める心理状態になることで発生します。
常に疑問を持ち、先入観にとらわれないように注意しましょう。

では、今月も安全操業で！
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ؔ西学Ӄ大学生によるカキのऩ （֭੺ึࡔࢢӽ）
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ま
さ
か
自
分
が
…
…
。

　

１
月
中
旬
、
外
回
り
か
ら
帰
社
途
中
の
夕
方
に
妻
か
ら
３
歳
の
息

子
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
日
、
私
は
体
調
も
良
く
い
つ
も
通
り
仕
事
に
努
め
て
い
た
が

連
絡
を
受
け
て
か
ら
徐
々
に
足
が
痛
く
な
り
始
め
た
。
仕
事
を
終
え

帰
路
に
就
く
が
歩
く
の
も
辛
い
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
夜
、
寝

よ
う
と
し
て
も
足
が
痛
く
（
何
故
か
関
節
で
は
な
く
ふ
く
ら
は
ぎ
）

中
々
寝
つ
け
ず
両
ふ
く
ら
は
ぎ
に
湿
布
を
貼
り
そ
の
場
を
な
ん
と
か
凌
い
だ
。

　

翌
朝
、
足
の
痛
み
も
和
ら
ぎ
熱
も
な
く
出
勤
す
る
事
は
可
能
で
あ
っ
た
が
、
も
し
も
の
事
に
備
え

病
院
に
行
く
と
受
付
の
人
が
「
○
○
君
の
お
父
さ
ん
で
す
ね
。」
と
勘
付
き
す
ぐ
に
別
室
に
案
内
さ

れ
隔
離
さ
れ
た
。

　

診
察
待
ち
を
し
て
い
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
と
思
わ
れ
る
患
者
が
入
室
し
て
き
て
私

以
上
に
症
状
が
ひ
ど
い
患
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

　

内
心
自
分
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な
い
と
思
い
込
み
、
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
午
後
か
ら
出
勤
す
る

気
満
々
で
あ
っ
た
が
、
鼻
の
粘
膜
を
採
取
さ
れ
待
つ
こ
と
数
10
分
、
検
査
キ
ッ
ト
に
く
っ
き
り
と
線

が
表
示
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
先
生
か
ら
「
陽
性
で
す
ね
。
Ａ
型
で
す
。」
と
さ
ら
り
と
告
げ

ら
れ
た
。

　

そ
う
今
流
行
り
の
「
隠
れ
イ
ン
フ
ル
」

　

そ
の
瞬
間
、
戸
惑
い
つ
つ
前
日
に
私
と
接
し
た
人
達
に
大
変
申
し
訳
な
く
な
り
ま
し
た
。（
尚
、

復
帰
後
、
皆
様
方
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
大
丈
夫
と
返
事
を
受
け
安
心
し
ま
し
た
。）

　

こ
の
度
、
息
子
か
ら
感
染
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
い
た
事
も
あ
り
症
状
が
軽
く
す
ん

だ
為
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
い
て
良
か
っ
た
と
実
感
す
る
と
共
に
感
染
力
の
強
さ
に
脅
威
を
感

じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
の
は
何
十
年
ぶ
り
？
？
く
ら
い
記
憶
が
な
く
、
日
頃
通
勤
時
等
に

は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手
洗
い
う
が
い
、
毎
年
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
気
に
は
か
け
て
い
る
方
だ
が
、

感
染
し
て
し
ま
い
新
年
早
々
つ
い
て
い
な
く
落
胆
し
た
。

　

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
例
年
以
上
に
全
国
各
地
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お
り
２
回
感
染
す
る
可

能
性
も
高
く
、
今
以
上
に
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
休
ん
だ
分
を
取
り
返
す
つ
も
り
で
仕
事
に
励
み

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
も
く
れ
ぐ
れ
も
無
理
を
せ
ず
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
症
状
に
気
付
い
た
ら
で
き
る

だ
け
早
く
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

表紙の言葉
「関西学院大学生によるカキの収穫」（赤穂市坂越）

No.748   February. 2019

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

隠
れ
イ
ン
フ
ル日

本
漁
船
保
険
組
合 

兵
庫
県
内
海
支
所 

課
長
代
理　

下  

垣　
　

勝

　摂津播磨地区漁業協同組合青壮年部連合会と関西学院
大学文学部 田和 正孝教授のゼミ生との交流は５年目、夏
のカキ種付け作業に続く漁業現場での体験学習となりまし
た。
　学生たちは漁業者と直接交流を図ることによって、カキ
養殖漁業の知識のほか、カキが大変な作業工程を経て店
舗に並ぶことを学びました。今回の体験を多くの人に発信
していただき、漁業への理解や豊かな海を愛する心に繋
げてほしいものです。

	 ２	 ようそろ

	 ３	 第22回「山田記念賞」表彰式・祝賀会

	 ４	 第43回	淡路のり品評会
	 	 兵庫県漁港漁場協会	事務所移転のお知らせ

	 ５	 第56回	淡路農林水産祭
	 	 関西学院大学田和ゼミ（文学部）との消費流通検討交流会

	 ６	 高砂市漁連	海難事故「ゼロ」を目指し講習会
	 	 大型船シミュレーター研修

	 ７	 平成31年度	兵庫県漁村子弟育英生募集
	 	 城崎マリンワールド特別展

	 ８	 税務署からのお知らせ

	 ９	 兵庫JCC通信

	 10	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
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「
山
田
記
念
賞
」
は
、
永
年
に
わ
た
り
大
き
な
夢
と
希
望

を
抱
い
て
本
県
水
産
業
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
故
山
田
岸
松

氏
を
偲
び
、
そ
の
ご
功
績
を
記
念
す
る
た
め
平
成
３
年
に
創

設
さ
れ
、
水
産
業
の
経
営
、
技
術
に
優
れ
、
多
年
に
わ
た
り

本
県
水
産
業
の
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

方
々
に
贈
ら
れ
る
賞
で
、
今
回
で
22
回
目
と
な
り
ま
す
。　

　
今
年
も
（
一
財
）
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
（
東
根 

壽
理

事
長
）
主
催
に
よ
る
同
賞
表
彰
式
お
よ
び
祝
賀
会
が
２
月
６

日
（
火
） 

神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
県
・
漁
協

等
の
関
係
者
ら
76
名
が
出
席
し
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
受
賞
者
は
、
中
谷 

淳
一
様
（
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
）、
中

尾 

満
男
様
（
Ｊ
Ｆ
南
あ
わ
じ
）、
西
村 

護
様
（
Ｊ
Ｆ
但
馬
）

の
３
名
で
、
当
基
金 

井
戸 

敏
三
会
長
（
兵
庫
県
知
事
）
が

受
賞
者
・
団
体
へ
そ
れ
ぞ
れ
「
天
与
」
と
命
名
さ
れ
た
「
男

女
漁
業
者
立
像
」
レ
リ
ー
フ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
東
根 

壽

理
事
長
が
主
催
者
挨
拶
を
し
た
あ
と
、
兵
庫
県 

井
戸 

敏
三

知
事
は
「
本
日
受
賞
さ
れ
た
３
名
の
方
は
、
先
達
と
し
て
こ

れ
ま
で
の
体
験
や
培
っ
た
技
術
を
伝
え
て
も
ら
い
た
い
」
と

挨
拶
を
さ
れ
「
暖
冬
の 

影
響
い
か
ん 

先
行
き
を　
懸
念 

気

遣
い 

し
っ
か
り
行
動
」
と
し
た
短
歌
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
中
尾
様
か
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
輪
田
塾
14
期
生
５
名
も
紹
介
さ
れ
、
今
後

の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
福
田 

一
義
副
理
事
長
（
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
）
の
開
宴
挨
拶
に

始
ま
っ
た
祝

賀
会
は
、
参

加
者
一
同
、

受
賞
者
の
栄

誉
を
お
祝
い

し
、
終
始
華

や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ

る
な
か
、
Ｊ

Ｆ
な
ぎ
さ
信

漁
連 

中
川 

照
央
経
営
管

理
委
員
会
会

長
が
万
歳
三

唱
を
行
い
、

幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

第22回 「山田記念賞」表彰式・祝賀会 開催
　～本県水産業の発展に貢献された３名が受賞～

【山田記念賞受賞者】左から、東根理事長、田沼会長、中谷ご夫妻様、中尾ご夫妻様、西村ご夫妻様、井戸知事

【大輪田塾14期生のみなさん】（３名は漁や業務により欠席）
左から、奥田芳憲（日本漁船保険但馬支所）、菱谷維起（ＪＦ淡路島岩屋）、松本
浩次（ＪＦ高砂）、福井健二（ＪＦ林崎）、戎谷道男（ＪＦ明石浦）  （敬称略）
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兵庫県漁港漁場協会 事務所移転のお知らせ
この度、兵庫県林業会館の建て替え工事が完了し、平成31年２月27日（水）に事務所が移転します。
なお、移転に当たり電話番号が変更になります。

新住所：〒650-0012
　　　　 神戸市中央区北長狭通５丁目５番18号  兵庫県林業会館 ４階

新電話番号・FAX番号：０７８－３３５－７８０５

　
（
一
社
）
淡
路
水
交
会
（
東
根 

壽
会
長
）

主
催
に
よ
る
淡
路
の
り
品
評
会
が
、
2
月

1
日
（
金
） 

淡
路
水
産
セ
ン
タ
ー
（
洲

本
市
）
で
行
わ
れ
、
報
道
陣
が
集
ま
る
な

か
優
秀
品
24
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
43
回

目
と
な
る
こ
の
会
は
、
生
産
者
の
意
識
の

向
上
と
生
産
技
術
の
研
鑽
を
図
る
目
的
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
12
月
上
旬
か
ら

1
月
上
旬
ま
で
に
淡
路
島
内
で
生
産
さ
れ

た
乾
の
り
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
も
の
で

す
。

　
系
統
団
体
・
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事

務
所
の
関
係
者
ら
10
名
の
審
査
員
が
、
応

募
の
あ
っ
た
72
点
の
中
か
ら
第
一
次
審
査

で
選
ば
れ
た
50
点
を
対
象
に
、
色
・
艶
・

風
格
・
味
な
ど
を
基
準
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
良
い
出
来
栄
え
の
ノ
リ
が
出
揃
っ

た
た
め
、
会
場
で
は
審
査
員
ら
が
頭
を
悩

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
選
ば
れ
た
優
秀
品
24
点

（
別
表
参
照
）
の
う
ち
、
最
上
位
の
兵
庫

県
知
事
賞
は
大
草
水
産
（
Ｊ
Ｆ
森
）
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
も
出
品
さ
れ
た
ノ
リ
は
す

べ
て
味
付
け
加
工
し
て
、
福
祉
施
設
等
に

無
料
配
布
さ
れ
ま
す
。

			第43回		淡路のり品評会審査結果表 （敬称略）
賞	の	区	分 漁協名 経営体名 代表者名 賞	の	区	分	 漁協名 経営体名 代表者名

兵 庫 県 知 事 賞 森 大草水産 大草　義美

兵 庫 県 漁 業 共 済 組 合 長 賞

一宮町江井  水 産 東條　孝彦

兵 庫 県 議 会 議 長 賞 育波浦 桑名水産 桑名　幸充 室津浦 栄福水産 漣　　勝也

兵 庫 県 淡 路 県 民 局 長 賞 森 巌 水 産 森　　吉秀 富　島 福吉水産 西條　和明

兵庫県漁業協同組合連合会長賞 育波浦 柳川水産 柳川　高広

兵庫県ＪＦ共済推進本部長賞

津名塩田 中野水産 谷　　忠男

兵庫県立農林水産技術総合センター所長賞 仮　屋 新平水産 相田　和民 仮　屋 三大水産 相田　治良

兵庫県淡路県民局洲本農林水産振興事務所長賞 森 真留水産 森　　正之 森 利平水産 森　　正安

島 内 市 長 賞

洲本市長賞 五色町 大橋水産 大橋　盛夫
日 本 漁 船 保 険 組 合
兵庫県内海支所運営委員長賞

室津浦 丸喜水産 望月　嘉人

淡路市長賞 森 源吉水産 岡田　桂昌 森 丸竹水産 畠田　国男

南あわじ市長賞 南　淡 西本水産 西本　琢美 仮　屋 岡田水産 岡田　光司

なぎさ信用漁業協同組合連合会
経 営 管 理 委 員 会 長 賞

森 安啓水産 畠田　安啓

一般社団法人 淡路水交会長賞

室津浦 大関水産 岡野　門太

森 栄住水産 森　　活住 育波浦 柿本水産 柿本　幸久

室津浦 元富水産 松下　時久 室津浦 まる民水産 小央健太郎

第
43
回 

淡
路
の
り
品
評
会 

開
催
!!

　

～
優
秀
品
24
点
が
選
ば
れ
る
～

どのノリも品質は良く、難しい審査となりました
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摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同

組
合
青
壮
年
部
連
合
会
（
大
西 

正
起
会
長
：
Ｊ
Ｆ
伊
保
）
は
、

関
西
学
院
大
学
文
学
部 

田
和 

正
孝
教
授
の
ゼ
ミ
生
と
の
交

流
を
平
成
25
年
か
ら
続
け
て

お
り
、
昨
年
6
月
に
続
き
「
消

費
流
通
検
討
交
流
会
」
を
１
月

19
日
（
土
）、
赤
穂
市
坂
越
の

海
の
駅
し
お
さ
い
市
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
田
和
教
授
と
ゼ
ミ
生
ら
17

名
は
、
赤
穂
市
漁
協
青
壮
年
部

大
河
弘
樹
氏
よ
り
西
播
地
区
で

盛
ん
な
カ
キ
養
殖
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

６
月
に
カ
キ
幼
体
の
着
い
た
ホ
タ
テ
貝
を
ロ
ー
プ
に

付
け
る
種
付
け
作
業
を
行
っ
た
も
の
を
海
中
に
吊
る

し
て
あ
る
カ
キ
養
殖
筏
へ
移
動
し
、
実
際
に
成
長
し

た
カ
キ
を
確
認
す
る
と
と
も
に
収
穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
後
は
、
カ
キ
剥
き
を
行
う
班
と
カ
キ
殻
を
掃

除
す
る
班
と
に
分
か
れ
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
貝
の

ど
の
部
分
に
カ
キ
剥
き
ナ
イ
フ
を
刺
し
、
貝
柱
を
切
り

離
す
の
か
な
ど
を
青
壮
年
部
員

に
指
導
を
受
け
な
が
ら
カ
キ
剥

き
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
カ
キ

殻
掃
除
班
は
ホ
ヤ
や
フ
ジ
ツ
ボ

な
ど
の
付
着
物
を
真
剣
な
表
情

で
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
、
想
像
よ
り
手

の
か
か
る
作
業
工
程
を
経
て

カ
キ
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
実

感
し
、
漁
業
の
大
変
さ
、
素
晴

ら
し
さ
を
体
験
し
た
様
子
で
し

た
。

　

１
月
15
日

（
火
）、
淡
路
島

の
豊
作
豊
漁
を

祈
願
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興

を
目
的
と
し
た

淡
路
農
林
水
産

祭
が
淡
路
市
多

賀
の
伊
弉
諾
神

宮
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、

今
年
一
年
の
豊

作
と
豊
漁
を
祈

願
す
る
「
農
林

水
産
物
豊
穣
豊

漁
祈
願
祭
」
が

系
統
団
体
や
行
政
機
関
の

代
表
者
等
が
参
列
す
る
な

か
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、
田
中 

孝 

氏
（
Ｊ
Ｆ
富
島
組
合
長
）

と
漣　
勝
也 

氏
（
Ｊ
Ｆ

室
津
浦
組
合
長
）
が
兵
庫

県
自
治
賞
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
農
林
水
産

功
労
者
と
し
て
、
行
政
と

漁
協
の
調
整
役
と
し
て
市

内
水
産
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
野
島　
好
弘
氏
（
Ｊ
Ｆ

富
島
）、
操
業
調
整
や
資

源
管
理
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
た
中
川 

雅
文
氏
（
Ｊ

Ｆ
津
名
）、
の
２
名
や
農
業
関
係
の
功
労

者
計
9
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
農
林
水

産
物
等
コ
ン
ク
ー
ル
水
産
加
工
品（
の
り
）

の
部
で
は
、
Ｊ
Ｆ
一
宮
町 

小
三
水
産
に

知
事
賞
（
金
賞
）、
Ｊ
Ｆ
育
波
浦 

柳
川
水

産
に
議
長
賞
（
金
賞
）
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
島
内
各
地
で
生
産
さ
れ
た
農

林
水
産
物
の
販
売
・
展
示
が
行
わ
れ
、
あ

い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
午
前
中
を
中
心

に
多
く
の
参
拝
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

関
西
学
院
大
学
田
和
ゼ
ミ（
文
学
部
）と
の
消
費
流
通
検
討
交
流
会
を
開
催

　

～
カ
キ
養
殖
に
つ
い
て
学
習 

収
穫
～

第56回 淡路農林水産祭 開催！

【当日、表彰を受けられた方】（敬称略）
氏　　名 所　属

兵庫県自治賞
田中　　孝 ＪＦ富島
漣　　勝也 ＪＦ室津浦

農林水産功労賞 野島　好弘 ＪＦ富島
農林水産功労賞（広域） 中川　雅文 ＪＦ津名
金賞（知事賞） 小三水産（磯部　富造） ＪＦ一宮町
金賞（議長賞） 柳川水産（柳川　高広） ＪＦ育波浦

カキ剥き作業

カキ殻掃除作業

成長したカキ
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
漁
船
の
海
難
防
止
“
０
（
ゼ
ロ
）”

を
目
指
し
て
、
高
砂
市
漁
業
組
合
連

合
会
（
松
本 
力
会
長
）
は
毎
年
こ

の
時
期
に「
漁
船
海
難
防
止
講
習
会
」

を
開
催
し
、
操
業
安
全
指
導
と
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
全
員
着
用
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
今
年
も
１
月
29
日

（
火
）、
高
砂
市
役
所
で
加
古
川
海
上

保
安
署
及
び
日
本
漁
船
保
険
組
合
兵

庫
県
内
海
支
所
か
ら
講
師
を
招
き
、

来
賓
の
高
砂
市 

登 

幸
人
市
長
や
系

統
団
体
関
係
者
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｆ
高

砂
・
Ｊ
Ｆ
伊
保
の
漁
業
者
約
50
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
加
古
川
海
上
保
安
署 

池
宮
崇
専
門
員
か
ら
「
船
舶
交
通
の

安
全
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
最
近
の

海
難
発
生
状
況
や
平
成
28
年
に
改
正

さ
れ
た
港
則
法
に
つ
い
て
、
万
一

の
時
に
は

「
１
１
８
番
」

へ
の
通
報
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
常

時
着
用
と
点

検
方
法
等
に

つ
い
て
指
導

が
あ
り
ま
し

た
。
次
に
、

日
本
漁
船
保

険
組
合
兵
庫
県
内
海
支
所 

沢
辺
支

所
長
は
「
海
の
法
律
に
つ
い
て
」
と

し
て
、『
不
可
抗
力
と
船
舶
撤
去
義

務
』『
海
難
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

の
範
囲
』
に
つ
い
て
、
民
法
、
港
則

法
、
港
湾
法
に
基
づ
き
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
次
に
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
か

ら
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
実

演
」
と
し
て
、
固
形
式
・
膨
張
式
な

ど
様
々
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加

者
に
膨
張
式
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
し
て
も
ら
い
、
着
用
時
の
注
意

点
や
作
動
方
法
に
つ
い
て
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
同
市
漁

連 

高
谷
繁
喜
副
会
長
（
Ｊ
Ｆ
伊
保

組
合
長
）の
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。

高
砂
市
漁
連 

海
難
事
故「
ゼ
ロ
」を

 

目
指
し
講
習
会
開
催

　
国
土
交
通
省
神
戸
運
輸
監

理
部
、
独
立
行
政
法
人
海
技

教
育
機
構 

海
技
大
学
校（
芦

屋
市
）
が
主
催
す
る
安
全
運

航
講
習
会
は
、
平
成
22
年
か

ら
毎
年
、
イ
カ
ナ
ゴ
漁
期
前

の
こ
の
時
期
に
安
全
運
航
の

意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
回

目
と
な
る
今
年
は
、
１
月
22

日
（
火
）
同
大
学
校
内
で
開

催
さ
れ
、
明
石
海
峡
付
近
で

操
業
す
る
Ｊ

Ｆ
組
合
員
、

職
員
を
は
じ
め
系
統
団
体
か
ら
参
加

し
た
約
30
名
は
、
漁
船
海
難
発
生
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
解
説
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
心
肺

蘇
生
法
）、
12
万
ト
ン
の
大
型
船
か

ら
見
た
小
型
船
の
様
子
を
体
験
す
る

な
ど
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　
最
初
に
行
わ
れ
た
同
校 

岩
瀬 

潔

教
授
の
講
演「
漁
船
海
難
に
つ
い
て
」

で
は
、
衝
突
海
難
の
背
後
要
因
に
あ

る
自
分
に
有
利
な
情
報
ば
か
り
を
集

め
る
心
理
状
態
「
確
証
バ
イ
ア
ス
」

が
あ
り
、
事
故
回
避
の
た
め
に
常
に

疑
問
を
持
ち
、
先
入
観
と
逆
の
考
え

方
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
Ｃ
Ｐ
Ｒ
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
を
学
ぶ

「
救
急
救
命
講
習
」
で
は
、
同
校 

濵

田
聡
樹
准
教
授
か
ら
、
一
時
救
命
処

置
の
重
要
性
や
処
置
の
流
れ
の
解
説

に
加
え
、
胸
骨
圧
迫
・
気
道
確
保
・

人
工
呼
吸
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
型
船
ブ
リ
ッ
ジ
を
忠
実
に
再
現
し
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
講
習
で
は
、
神
戸
沖
か
ら
明
石
海
峡
大
橋

を
通
過
す
る
ま
で
を
体
験
し
、
昨
年
末
に
濃
霧
時
に

お
け
る
死
亡
海
難
事
故
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
濃
霧

時
に
お
け
る
大
型
船
と
漁
船
の
見
え
方
を
双
方
の
視

点
に
切
り
替
え
て
確
認
し
ま
し
た
。
大
型
船
か
ら
は

漁
船
が
確
認
し
に
く
い
こ
と
を
体
験
し
、「
こ
れ
で
は

漁
船
は
全
く
見
え
な
い
」「
漁
船
か
ら
は
見
え
て
い
て

も
大
型
船
か
ら
は
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

今
後
は
気
を
付
け
た
い
。」
な
ど
と
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
大
型
船
の
前
を
横
切
る
漁
船
が
船
の
前
方

で
死
角
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
大
型
船
・
漁
船
の
双

方
の
視
点
に
画
面
を
切
り
替
え
て
距
離
感
の
違
い
も

体
験
し
、
大
型
船
側
か
ら
見
た
光
景
と
の
差
に
驚
い

た
よ
う
で
漁
業
者
は
「
こ
の
く
ら
い
の
距
離
ま
で
接

近
す
る
こ
と
は
あ
る
。
大
型
船
か
ら
は
周
り
が
見
え

に
く
い
事
が
わ
か
っ
た
。」
と
話
し
、
安
全
航
行
に

つ
い
て
再
確
認
し
た
よ
う
で
す
。

大型船シミュレーター研修を実施
　～海技大学校で開催～

救急救命講習

シミュレーター体験を行う参加者
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平成31年度 兵庫県漁村子弟育英生募集!!�

城崎マリンワールド特別展「日本海に育まれたホタルイカ」の実施について
　今年度、「ひょうごの豊かで美しい海」の県民の理解を深めるために「ひょうご豊かな海発信プロジェ
クト協議会」が取り組む事業の一環として、県内の水族館との連携企画を実施しています。この度、その
第三弾として、城崎マリンワールドと共催により下記の特別展が実施されます。ぜひご来場ください。

　　主　催　城崎マリンワールド、ひょうご豊かな海発信プロジェクト協議会

　　日　程　平成31年２月16 日（土）から３月24 日（日）まで

　　場　所　豊岡市瀬戸1090城崎マリンワールド「シーズー」内

　　内　容　タイトル「日本海に育まれたホタルイカ」
　　　　　　生きたホタルイカの展示へのチャレンジ、パネルの展示、映像の上映を行います。

豊かな海発信プロジェクト

（一財）兵庫県水産振興基金

　兵庫県水産振興基金では平成31年度育英生を次のとおり募集します。また、各ＪＦ、系統団体あてに案内を
郵送します。

１　応募資格
　①�　県下の漁業協同組合又は水産系統団体に所属する組合員又は職員の「子弟」及び「遺族」であり、高校又
は大学等に在学（入学予定を含む）し、所属漁協・団体の長が育英生として適当と認めた方。

　②　ただし、日本学生支援機構等から奨学金を受けている方は、本基金の育英生になることができません。

２　貸与金の額

学　　　　別 貸与月額
大　学　生 30,000円

高校生
寄宿生 25,000円
通学生 20,000円

３　申込方法
　　所属漁協を通じて「漁村子弟育英生申出票」、「貸与申込書及び添付書類」を提出してください。

提出期日
漁村子弟育英生申出票 平成31年３月29日（金）
貸与申込書及び添付書類 平成31年４月26日（金）

４　育英生の採用決定
　　本基金選考基準により審査のうえ採否を決定し、６月中旬頃に所属漁協を通じて連絡します。

５　育英資金の貸与方法
　　所属漁協を通じて、前期分・後期分をまとめてそれぞれ４月・10月に貸与します。
　　（ただし、初年度前期分は７月に貸与）

６　貸与金の返還方法
　①　貸与金は無利息とし、貸与期間終了（卒業）後、１年間据え置き２年目から返還していただきます。
　②　返還期間は、貸与金額に応じて返還開始から５～10年間です。

７　その他
　�　漁船海難遺児に対しては、本基金の事業とは別に、兵庫県漁業協同組合連合会が事務局となって取り扱
っている有利な育英制度がありますのでご留意ください。
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税務署からのお知らせ
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http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　１月12日（土）、姫路市立図書館 網干分館大ホ
ールで、あぼしブロック主催の「新春のつどい」が
開催されました。今回は兵庫県消費者トラブル防
止事業の補助金を受けて企画され、地域の方々に
も広く参加を呼びかけ、208人が参加しました。
　第１部は「振り込め詐欺にご用心」と題して、落
語家の笑福亭智之介さんのお話しを聞きました。
　少年時代より得意とされているマジックを交え
ながらのお話しは本当に楽しく、会場内は感心し
たり、驚いたり、笑いの渦に包まれました。また
騙されない為には「もしもし、オレオレ」と電話
がかかってきたら、こちらから名前を呼ばない、
合言葉を決める、掛け直す、等のポイントを教え
て頂きました。昨今、巧妙になっている劇場型オ
レオレ詐欺を題材にした落語も楽しく、被害にあ
わない為にはまず相手の手口をよく知っておくこ
とだと大変勉強になりました。
　第２部はデイサービスを中心にボランティア演奏
活動をされているジャズバンド『スゥイング・フェ
ローズ』のライブを聞かせて頂きました。ビブラ
フォン、ピアノ、ベースで奏でるジャズに会場はう
っとり。また「上を向いて歩こう」、や「いい日旅立ち」
など懐かし歌も聞かせて頂きました。最後はアン
コールのかけ声で会場は最高に盛り上がりました。
　新春早々楽しいイベントに、参加された皆さん
は大変満足されていました。

 ＪＡ兵庫西

　ＪＡ兵庫西は農業者の所得増大のため、水稲農
家と畜産農家の連携による、牛ふん堆肥を使用し
た環境に優しく安全・安心なブランド米「にっしぃ
ライス輝」の生産拡大と販売強化に取り組んでい
ます。
　このブランド米は、畜産農家の牛ふん堆肥を10
アール当たり約２トン施用して土づくりを行い、化
学肥料や化学合成農薬の使用を慣行の30％以上
削減する「環境創造型農業」を実施しています。
県が定める「ひょうご推奨ブランド」の認証を取
得し、地域の自然条件に適した「きぬむすめ」「コ
シヒカリ」「ヒノヒカリ」「ぴかまる」の４品種を栽
培。29年産の5.4ヘクタールから、30年産は20.9
ヘクタールへと拡大しました。
　同ＪＡでは「にっしぃライス輝」の栽培講習会を
開き、生産者に営農指導を行い、生産された米は
ＪＡが全量買い取り、同ＪＡの直売所「旬彩蔵」や

「野菜市」で販売しています。価格は「コシヒカリ」
が５kg2,150円と、一般栽培の米に比べて高くて
も、売れ行きは好調です。
　また、ＪＡでは認知度向上に向けて、「にっしぃ
ライス輝」のＰＲを兼ねた料理コンテストを開き
ました。テーマは「にっしぃライス輝」に合うおし
ゃれなご飯のお供。一般公募で集まった66作品
の中から、「鶏そぼろとひじきのしっとりふりかけ」
が最優秀に選ばれました。
　さらに、ＪＡは「旬彩蔵」で試食イベントを開く
など、積極的にＰＲを行い、31年産は25ヘクター
ルの栽培を計画しています。

ブランド米
「にっしぃライス輝」の

生産振興

姫路医療生活協同組合　　  　

笑って 歌って 福よ来い

31年産はさらなる拡大を目指しています 新春のつどい



◆
テ
レ
ビ
は
、
放
送
開
始
の
昭
和
28
年
当
時
、
契
約
台
数
も
少
な
か
っ
た
が
、

今
や
一
億
台
を
超
え
て
生
活
に
深
く
定
着
し
、
日
本
文
化
の
一
翼
を
担
っ
て

い
る
。
筆
者
は
少
年
期
か
ら
チ
ャ
ン
バ
ラ
が
大
好
き
で
、
映
画
を
見
て
は
真
似

を
し
て
遊
ん
だ
。空
き
地
に
集
ま
り「
鞍
馬
天
狗
」や「
丹
下
左
膳
」に
な
っ
た
。

そ
の
時
代
劇
映
画
も
全
盛
の
黄
金
期
を
経
て
、
人
気
俳
優
の
逝
去
な
ど
で
衰

退
、
今
や
テ
レ
ビ
の
時
代
劇
も
勢
い
が
皆
無
で
あ
る
。
新
し
い
放
送
枠
も
見
ら

れ
な
く
な
り
、
ひ
と
り
大
河
ド
ラ
マ
の
み
頑
張
っ
て
い
る
。
民
放
で
の
王
者
だ

っ
た
『
水
戸
黄
門
』や
『
銭
形
平
次
』も
、
僅
か
に
再
放
送
で
命
脈
を
保
っ
て
い

る
の
み
だ
。
昭
和
44
年
か
ら
続
い
た
『
鬼
平
犯
科
帳
』も
同
様
な
状
態
に
あ
り
、

新
作
品
は
全
く
出
な
い
。

◆
『
鬼
平
犯
科
帳
』が
従
来
の
時
代
劇
と
異
な
っ
た
の
は
、
勧
善
懲
悪
や
義
理

人
情
を
主
た
る
テ
ー
マ
と
せ
ず
『
人
間
は
善
い
こ
と
を
し
な
が
ら
、
一
方
で
悪

い
事
を
す
る
』と
い
う
原
作
者
の
哲
学
を
取
り
入
れ
た
事
で
あ
っ
た
。
江
戸
ら

し
い
情
景
や
暮
ら
し
を
映
し
、
当
時
を
髣
髴
と
さ
せ
る
画
面
が
絶
賛
さ
れ
た
。

中
村
吉
右
衛
門
以
下
レ
ギ
ュ
ラ
ー
陣
の
演
技
の
確
か
さ
と
、
毎
回
ゲ
ス
ト
出

演
す
る
盗
賊
役
者
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
印
象
に
残
る
俳
優
は
田
村
高
廣
で
『
雨

乞
い
庄
右
衛
門
』の
名
演
は
忘
れ
難
い
。
物
語
前
半
に
出
る
水
車
を
回
す
農
夫

役
も
良
か
っ
た
、「
山
内
八
郎
」は
ド
ラ
マ
に
欠
か
せ
ぬ
端
役
専
門
の
演
技
集
団

の
一
人
だ
が
、心
に
残
る
名
演
技
だ
っ
た
。毎
週
、盗
賊
が
闇
夜
に
跳
梁
跋
扈
、

鬼
の
平
蔵
に
打
倒
さ
れ
た
。

◆
近
江
八
幡
市
へ
八
幡
堀
を
見
学
に
行
っ
た
事
が
あ
る
。
川
を
挟
ん
で
両
岸

に
古
い
建
物
が
並
び
、細
い
な
が
ら
も
水
量
が
あ
っ
た
。川
岸
に
茶
店
を
置
き
、

小
さ
な
船
を
通
わ
せ
れ
ば
、
直
ぐ
江
戸
時
代
が
出
来
上
が
り
、
こ
の

独
特
の
雰
囲
気
は
さ
す
が
の
も
の
だ
。『
剣
客
商
売
』の
タ
イ
ト
ル

バ
ッ
ク
に
な
っ
た
し
、
大
抵
の
時
代
劇
に
八
幡
堀
が
登
場
し
て
い

る
。
時
代
劇
は
金
食
い
虫
な
の
で
あ
る
。
鬘
・
衣
装
・
持
ち
物
や
調

度
品
、
小
道
具
も
大
道
具
も
全
て
が
人
工
の
作
り
物
だ
か
ら
手
が

抜
け
ず
、
Ｃ
Ｇ
を
使
っ
た
映
像
で
も
膨
大
な
費
用
が
掛
か
る
。

◆
『
鬼
平
犯
科
帳
』は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
に
鬼
平
犯
科
帳
と
つ
け

て
放
送
し
、
原
稿
料
を
貰
う
よ
う
な
野
暮
は
し
て
呉
れ
る
な
」と
は

池
波
正
太
郎
の
遺
言
だ
っ
た
。
原
作
が
尽
き
て
終
了
し
た
。
テ
レ
ビ

時
代
劇
を
聴
取
す
る
の
は
高
齢
者
だ
け
で
、
購
買
欲
に
結
び
つ
か

な
い
か
ら
、
肝
心
の
視
聴
率
が
下
が
る
一
方
で
提
供
ス
ポ
ン
サ
ー

が
降
板
し
た
。
致
し
方
あ
る
ま
い
。
昭
和
28
年
開
局
の
民
放
の
老
舗

も
時
代
劇
の
枠
を
ゼ
ロ
と
し
た
。
長
寿
番
組
「
銭
形
平
次
」が
夜
八

時
台
を
飾
っ
た
の
も
遥
か
な
昔
と
な
り
、
あ
の
感
激
の
時
間
は
永

遠
に
戻
っ
て
来
な
い
だ
ろ
う
が
、
時
代
劇
は
面
白
い
。
過
去
へ
逆
上

り
架
空
の
時
が
楽
し
め
て
実
に
良
か
っ
た
。
ロ
ケ
撮
影
に
も
難
儀

な
時
代
に
な
っ
て
、
尻
す
ぼ
み
も
ヤ
ム
を
得
な
い
と
思
う
。。

००
写真と文

༡ํࢠ

羊
の
風
景

テレビ時代劇／鬼平犯科帳

「
水
産
業
協
同
組
合
法
」

　
１
月
の
大
輪
田
塾
は
29
日（
火
）に
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
水
産
業
協
同
組
合
法
に
つ
い
て
」県
水
産
課
漁
政
班 

班
長 

藤 

克
浩
氏

よ
り
、漁
業
協
同
組
合
の
成

り
立
ち
と
し
て
、原
初
的
な

漁
場
の
利
用
形
態
と
し
て
江

戸
時
代
の
漁
場
管
理
の
概
念

か
ら
明
治
漁
業
法
制
定
、そ

の
後
、民
主
化
・
改
正
さ
れ

水
協
法
と
漁
業
法
へ
変
化
し

た
歴
史
等
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、主
査 

中
桐 

栄

氏
か
ら
、協
同
組
合
の
始
ま

り
か
ら
原
則
や
漁
業
協
同
組

合
の
沿
革
、水
産
業
協
同
組

合
法
の
条
項
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、漁
業
協
同
組
合
模

範
定
款
と
塾
生
所
属
の
漁
業

協
同
組
合
定
款
を
比
較
し
な

が
ら
細
か
な
説
明
を
受
け
、

自
ら
が
所
属
す
る
漁
協
へ
の

知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
法

律
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
協
同
組
合
の
理
念
を
学
ぶ

内
容
の
濃
い
講
義
と
な
り
ま

し
た
。

中桐主査の講義 藤班長の講義


	■第748号表紙　2019年2月
	今月の表紙　関学大生によるカキの収穫（赤穂市坂越）
	ようそろ　《隠れインフル》　日本漁船保険　内海支所　課長代理　下垣勝
	表紙の言葉
	もくじ
	REPORT　各団体からの報告
	第22回「山田記念賞」表彰式・祝賀会開催
	第43回 淡路のり品評会～県知事賞に森漁協大草水産～
	兵庫県漁港漁場協会　事務所移転のお知らせ
	第56回 淡路農林水産祭開催
	坂越でカキの収穫「関学田和ゼミとの消費流通交流会を開催」～摂播漁青連～
	高砂市連が海難事故「ゼロ」を目指して講習会を開催
	大型シミュレーター研修を実施～明石海峡周辺JF関係者30名が参加～
	平成31年度 兵庫県漁村子弟育英生募集～（一財）兵庫県水産振興基金～
	城崎マリンワールドで特別展「日本海に育まれたホタルイカ」開催～豊かな海発信プロジェクト～
	平成30年分確定申告のお知らせ～税務署～
	兵庫JCC通信「今、JA・生協では」
	旬に想う　「テレビ時代劇／鬼平犯科帳」－遊方子ー
	大輪田塾だより　「水産業協同組合法」

